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1  あびこしみんとしょかん 

たんた新聞編集部 
〒２７０－１１４７ 
我孫子市若松２６－４ 
我孫子市民図書館 

℡０４－７１８４－１１１０ 

★★ 今号
こんごう

の特集
とくしゅう

 ★★ 

夏休
なつやす

みにおすすめの本
ほん

 

 

図書館員（としょかんいん） 

図書館（としょかん） 

本（ほん） 

我孫子市にすんでいる人は利用カードを作る

ことができる。このカードがあると、好きな

本を１０さつまでかりられるよ。 

レベル 1 利用カードをつくる レベル ２ 本をさがす 

読みたい本、調べたいことがきまったら本を

さがしてみよう。 

図書館の本はきそく正しくならんでいる。 

さがすには、図書館にあるけんさくきを使う、

図書館員に聞くなどの方法があるよ。 

読書マラソン大会に参加する 

 

利用カードを作って、パスワードとうろくを

すると、参加できる！もくひょうの 15冊を

クリアすると、プレゼントがあるよ。 

 

 

こんなイベントもあるぞ！挑戦してみよう！ 

 

 これを読んでレベルアップ！！！ 

まずはここからはじめてみよう！ 

たんた新聞  

さあ、ページをめくってみよう！ 

7 0 X X 1 2 3 4 

我孫子市には、 

アビスタ本館・湖北台分館・

布佐分館と３つの図書館が

ある。移動図書館もあるよ。 

我孫子市では、 

全部で約 41 万さつ

の本をもっているよ。 

（2023年 6月現在） 

図書館ではたらく人。 

本をさがすてだすけをしてくれる。

なんでもきいてみよう。 

7/21(金)～8/31(木)まで開催！ 

くわしくは、ホームページを見てね。 

いどう 

り よ う 

ちょうせん 

さ ん か 

かいさい 

市民図書館がつくっている子どものための

新聞。今きみがもっているこの新聞だ！ 

ほんかん   こほくだいぶんかん 

ふさ ぶんかん 

やく 

夏休みだ。なにをする？ 

 としょかんに行く 

 プールに行く 

 アイスをたべる 

 ねる 

   

 

ほうほう 



 

                                        

 

                                              

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

                          

2 

２ねんせいにおすすめ 

「こいぬがうまれるよ」 

ジョアンナ・コール／文  
            ジェローム・ウェクスラー／写真 

            つぼい いくみ／訳 

            福音館書店（ＥМカ） 

 

いぬがうまれてから大きくなっていくようすがわか

る本です。こいぬのかわいいしぐさや、いたずらっこ

ぶりが写真でみられます。みんなはどんなこいぬが

すきですか。 

「あのね、わたしのたからものはね」 

ジャニス=メイ=ユードリイ／作 

エリノア=ミル／絵、かわい ともこ／訳 

偕成社（２-ユ） 

 

１年生のクラスでは、まいあさ、たか

らものの話をすることになっています。ところが、はず

かしがりやのメアリーは、まだ何も話せていません。考

えて考えて、ある日すてきなたからものを思いつきまし

た。さて、たからものは何だったのでしょう。 

「ワニのライルが 

やってきた」 
バーナード・ウェーバー 

／さく 

 小杉 佐恵子／やく  

大日本図書（ＥＡウ） 

 

「ものぐさトミー」 
 ペーン・デュボア／文・絵 

 松岡 享子／訳 

 岩波書店（ＥＡデ） 

 

「ふしぎなともだち」 
たじま ゆきひこ／作  

くもん出版（ＥＡタ） 

 

「ポリーと 

はらぺこオオカミ」 
キャサリン・ストー／作  

掛川 恭子／訳 

岩波書店（２-ス） 

 

「かえるのエルタ」 
中川 李枝子／さく  

大村 百合子／え 

子どもの本研究会／編集 

福音館書店（１-ナ） 

 

「ピーターのとおいみち」 
バーバラ・クーニー

／                ／絵 

リー・キングマン／文 

三木 卓／訳 

講談社（ＥＡク） 

 

「番ねずみのヤカちゃん」 
リチャード・ウィルバー／さく 

松岡 享子／やく 

大社 玲子／え 

福音館書店（２-ウ） 

 

トドさんの家には、お母さんネズミと

４ひきの子ネズミが住みついていました。トドさんに見

つからないように、みんなしずかにしていますが、ヤカ

ちゃんだけは、どうしても大きな声を出してしまいます。

トドさんは、ヤカちゃんの声でネズミがいることにきが

ついてしまいます。 

「まいごになったおにんぎょう」 

A.アーディゾーニ／文 

E.アーディゾーニ／絵 

石井 桃子／訳 

岩波書店（ＥＡア） 

 

ある日ポケットからすべり落ちたお

にんぎょうは、スーパーのれいとうこに落っこちて、出

られなくなってしまいました。それを見た女の子はおに

んぎょうに、ぼうしや服を作ってあげます。おにんぎょう

はれいとうこの中で楽しくくらしはじめますが…。 

「ジェインのもうふ」 
アーサー=ミラー／作 

アル=パーカー／絵 

厨川 圭子／訳 

偕成社（２-ミ） 

 

「こぶたの 

ポインセチア」 
フェリシア・ボンド／作・絵  

小杉 佐恵子／訳 

岩崎書店（２-ボ） 

 

「びりっかすの 

子ねこ」 
マインダート=ディヤング 

／作 

ジム=マクマラン／絵 

中村 妙子／訳 

偕成社（２-デ） 

 

しゃしん 

はなし 

なに かんが 

おも 

す 

お 

ふく 
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「魔女学校の一年生」 
 ジル・マーフィ／作・絵 

 松川 真弓／訳 

評論社（２-マ） 

 

ミルドレットは魔女学校の一年生。 

ハロウィーンの日、一年生は空飛ぶほうきで編隊飛行

をしますが、いじわるなエセルのわなで飛行はめちゃく

ちゃに。ミルドレットは先生にしかられると思い、にげ出

してしまいます。 ★つづきに「魔女学校の転校生」 

「どじ魔女ミルの大てがら」などがあります。 

「おもしろ荘のリサベット」 

                      アストリッド・リンドグレーン／作 

イロン・ヴィークランド／絵 

石井 登志子／訳 

岩波書店（２-リ） 

 

リサベットと姉のマディケンは、六月

が丘のおもしろ荘に住んでいます。ある日、リサベット

がエンドウ豆を鼻のあなに押しこんだからさあ大変。

なかなかとれず、お医者さんに行くことになりますが、

豆はぶじにとれるのでしょうか？ 

「リンゴの木の上のおばあさん」 

ミラ・ローベ／作 

塩谷 太郎／訳 

岩波書店（２-ロ）  

 

アンディにはおばあさんがいません。 

いつも、友だちがおばあさんと遊んでい

るのをうらやましいと思っていました。ある日、アンディが

リンゴの木に登って考えごとをしていると、ふしぎなこと

が起こります。目の前に写真で見たことのある、自分の

おばあさんが現れたのです！ 

「ながいながいペンギンの話」 
いぬい とみこ／作、山田 三郎／絵 

理論社（１-イ） 

 

 

南極のゆきあらしの中、お父さんペンギ 

ンとお母さんペンギンは、寒さにたえてかわりばんこに

卵をあたためました。そうして生まれたのがルルとキキ

の兄弟です。ねずみ色のぽやぽやのひよっこペンギン

の兄弟は、くいしんぼうでこわいもの知らず。にんげん

はこわいもの、ということも知らなかったのです。 

 

おか 

ゆうき 

「クワガタクワジ 

物語」 
中島 みち／著  

偕成社（１-ナ） 

 

「ちびっこカムの 

ぼうけん」 
神沢 利子／作 

山田 三郎／絵  

理論社（１-カ） 

 

「森おばけ」 
中川 李枝子／さく 

山脇 百合子／え 

福音館書店（１-ナ） 

 

「ねずみのウーくん」 
マリー・ホール・エッツ 

／作 

      たなべ いすず／訳 

      富山房（ＥＡエ） 

 

「くまのパディントン」 
マイケル・ボンド／作 

ペギー・フォートナム／画 

松岡 享子／訳 

福音館書店（２-ボ） 

 

「フクロウ探偵 

30番めの事件」 
ジェームズ・マーシャル 

／作・絵 

小沢 正／訳 

童話館出版（２-マ） 

「小さなスプーン 

おばさん」 
アルフ=プリョイセン／作 

大塚 勇三／訳 

ビョールン=ベルイ／画 

学研プラス（Gakken） 

（２-プ） 

「みどりのゆび」 
モーリス・ドリュオン／作 

安東 次男／訳 

岩波書店（２-ド） 

 

そう 

お たいへん 

あらわ 

ま じょ 

と へんたい   ひこう 

なんきょく 

たまご 

たんてい 

じけん 



「がんばれヘンリーくん」 
                        ベバリイ・クリアリー／作 

松岡 享子／訳 

ルイス・ダーリング／絵 

学研（Gakken）（２-ク） 

 

ヘンリーくんは、どこにでもいる小学３

年生の男の子。いつも「何か、おもしろいことがおこらな

いかなぁ…」と思っていました。ところがある日、街角で

やせこけた犬のアバラーと出会ってから、ヘンリーくん

の周りで次々とゆかいな事件が起こり始めます。 
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「キャプテンはつらいぜ」 

後藤 竜二／作、杉浦 範茂／絵 

講談社（１-ゴ） 

 

万年最下位の野球チーム、ブラック＝ 

キャット。一学期の最終日、やる気のな

い６年生がやめ、信じていたキャプテンも去ってしま

う。６年生でただ１人残ったガンちゃんにすいせんされ

て新キャプテンになった５年生の勇。初仕事は、なんと

新しいピッチャーさがし。どうする勇？どうなるブラック

＝キャット！？ 

「子どもべやのおばけ」 
   カーリ・ゼーフェルト／作 

倉沢 幹彦／共訳 

本田 雅也／共訳 

前田 浩志／絵 

徳間書店（２-ゼ） 

 

ユッタは新しく引っ越してきた家で、お

ばけのフローリアンと友だちになりました。妹のイーミと

弟のベントーもすぐ仲良くなりましたが、フローリアンに

は５００年前からのろいがかけられていたのです。 

我孫子市民図書館ホームページ  http://www.library.city.abiko.chiba.jp/     

 

 

「お江戸の百太郎」 
那須 正幹／作 

長野 ヒデ子／画 

岩崎書店（１-ナ） 

 

 

ときは江戸、少年百太郎は岡っ引きの父とくらしてい

ました。（「岡っ引き」とは、事件をしらべる、探偵のよう

な仕事です。）のんびり屋の父をたすけるため、百太郎

は知恵をはたらかせ、犯人さがしに乗り出します。 

 

に 

ぼうけん 

「マチルダは 

ちいさな大天才」 
ロアルド・ダール／作 

宮下 嶺夫／訳 

クェンティン・ブレイク／絵 

評論社（２-ダ） 

 

「ふたりのロッテ」 
ケストナー／作 

高橋 健二／訳 

岩波書店（２-ケ） 

 

「魔女の宅急便 

[その１]」 
角野 栄子／作 

林 明子／画 

福音館書店（１-カ） 

 

「ミオよ、 

わたしのミオ」 
リンドグレーン／作 

大塚 勇三／訳 

岩波書店（２-リ） 

 

「二分間の冒険」 
岡田 淳／著 

太田 大八／絵 

偕成社（１-オ） 

 

「風にのってきた 

メアリー・ポピンズ」 
P.L.トラヴァース／作 

林 容吉／訳 

岩波書店（２-ト） 

 

「カランポーの 

オオカミ王」 
ウィリアム・グリル／作 

千葉 茂樹／訳 

岩波書店（ＥＭグ） 

 

「床下の小人たち」 
メアリー・ノートン／作 

林 容吉／訳 

岩波書店（２-ノ） 

 

え  ど       ひゃくたろう 

たっきゅうびん 

まちかど 

まわ じけん 

さい  か  い 

さいしゅうび 

しん 

のこ 

ゆう はつ 

ゆかした 

ひ     こ 

なかよ 

おか    ぴ 

たんてい 

ち  え はんにん 

じけん 

http://www.library.city.abiko.chiba.jp/

